
 

学 校 名 等 恵那市立上矢作小学校 

実 施 日 時 令和元年１２月１４日（土） 

会 場 恵那市立上矢作小学校 

参 加 人 数 全校児童６９名 家庭教育委員７名 職員１５名 

学習課題（分野） 「おにぎりの日」 

運営者の願い 

高学年の子が作ってくれたお米を、みんなでおいしくいただ

きたいという思いから、「おにぎりの日」を始めた。中学生にな

ると、お弁当を自分で作るので、「おにぎりの日」に取り組んだ

ことで、小学生のみなさんも、おにぎりを自分で作れるように

なるといいなと思っている。 

学 習 の 内 容 

おにぎり作りを通して親子のコミュニケーションが生まれる家庭教育学級 

＜活動について＞ 

上矢作小学校では、毎年、高学年の子が、地域の方に指導していただきながら、

米作りを行っている。そして、その米作りで収穫したお米を使って、「おにぎりの日」

の取組を行っている。「おにぎりの日」に向けて、おにぎり作りを、家でも練習し、

当日は、全校児童が、学年縦割りのグループになり、家庭教育委員の方の指導で、

高学年の子が低学年の子を手伝いながら、みんなでおにぎりを作ってグループで楽

しく食べた。 
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＜活動の内容＞ 

 

 

  

 

 

 

 

  

「おにぎりの日」のため 

に、子ども達は家で、お 

にぎりを握る練習をした。 

「おにぎりの日」が終わ 

っても、お父さんが仕事 

に持っていくおにぎりを 

握ってあげる子がいた。 

おにぎり作りを通して、 

親子の温かいコミュニケ 

ーションが育まれている。 

 

 

感謝の気持ちが育つ 

高学年の子が収穫し

たお米でおにぎりを作

ってみんなで一緒にい

ただくことで、「高学年

の子」「指導してくださ

った地域の方」「握り方

を教えてくださったお

うちの方」に対して、感

謝の気持ちが育った。 

在宅取組型＋体験活動参加型（小学校） 

親子のコミュニケー

ションを育む 

「おにぎりの日」のため

に、おにぎり作りを家で

練習することで、親子の

コミュニケーションが深

まった。 

 

家庭教育委員の方と一緒におにぎり作り  

 

１・２年生も 
自分のおにぎり
を自分でにぎり
ました  

 

おにぎり作りを家で練習することを家庭教育委員会のお便りで呼びかけました  

 

縦割りグループで楽しく食べます  

 
９：００ 家庭科室でご飯を炊く。海苔と塩と具（梅干し・昆布・鮭）の準備をする。 

１０：１０ 各教室で、手洗い・エプロン等の準備をする。 

１０：２０ 家庭教育委員からおにぎりの握り方を説明してもらう。 

自分のおにぎりを握る。 

１０：３５ よくかんで、味わい、感謝の気持ちを込めてみんなで一緒に食べる。 

１０：４５ 片付け 

１０：５５ 感想を書く。 

活動後もよさが広が

る 

「おにぎりの日」の後

に、家族のためにおにぎ

りを作るという取組が

あり、家族のコミュニケ

ーションがさらに深ま

る活動だった。 


